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(57)【要約】        （修正有）
【課題】Ｘ線像を見ながら処置具突出口を末梢気管支の
入口等に容易に誘導して、内視鏡を挿入できないほど細
い部位から迅速かつ確実に組織標本の採取等を行うこと
ができる内視鏡挿入部の先端部を提供すること。
【解決手段】電気絶縁材によって形成された先端部本体
２１に、少なくとも観察窓２２と処置具突出口２３が配
置された内視鏡挿入部の先端部において、少なくとも上
記処置具突出口を囲む部分をＸ線不透過構造とする。あ
るいは処置具突出口を囲む部分にＸ線不透過物質を添加
した構造とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】電気絶縁材によって形成された先端部本体
に、少なくとも観察窓と処置具突出口が配置された内視
鏡挿入部の先端部において、
少なくとも上記処置具突出口を囲む部分をＸ線不透過構
造にしたことを特徴とする内視鏡挿入部の先端部。
【請求項２】上記先端部本体を構成する電気絶縁材の少
なくとも上記処置具突出口を囲む部分にＸ線不透過物質
が添加されている請求項１記載の内視鏡挿入部の先端
部。
【請求項３】上記処置具突出口に連なる処置具挿通管の
少なくとも先端部分付近にＸ線不透過物質が添加されて
いる請求項１記載の内視鏡挿入部の先端部。
【請求項４】上記処置具突出口に連なる処置具挿通管の
先端部分を囲んでＸ線不透過材からなる筒状体が配置さ
れている請求項１記載の内視鏡挿入部の先端部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は内視鏡挿入部の先
端部に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡の挿入部の先端を形成する先端部
本体は、安全に高周波処置具を使用することができるよ
うに、一般に電気絶縁性のプラスチック類によって形成
されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】内視鏡を挿入できない
ほど細い末梢気管支内の病変から生検組織標本を採取す
るためには、末梢気管支の手前まで挿入した内視鏡の処
置具突出口から生検鉗子を突出させて目標部位から組織
を採取する。
【０００４】しかし、相手が末梢気管支のように非常に
細い場合には、観察窓を末梢気管支の入口の正面に誘導
しても処置具突出口が末梢気管支に面するわけではない
ので、Ｘ線像を参考にして処置具突出口を末梢気管支の
正面に誘導せざるを得ない。
【０００５】しかし、上述のように内視鏡の先端部本体
が電気絶縁性のプラスチックによって形成されている
と、処置具突出口部分がＸ線像に現れないので、生検鉗
子の誘導は勘や試行錯誤にたよるなど不確実な要素が大
きくて組織採取に時間がかかっていた。
【０００６】そこで本発明は、Ｘ線像を見ながら処置具
突出口を末梢気管支の入口等に容易に誘導して、内視鏡
を挿入できないほど細い部位から迅速かつ確実に組織標
本の採取等を行うことができる内視鏡挿入部の先端部を
提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡挿入部の先端部は、電気絶縁材によ
って形成された先端部本体に、少なくとも観察窓と処置
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具突出口が配置された内視鏡挿入部の先端部において、
少なくとも処置具突出口を囲む部分をＸ線不透過構造に
したものである。
【０００８】なお、先端部本体を構成する電気絶縁材の
少なくとも処置具突出口を囲む部分にＸ線不透過物質を
添加してもよく、処置具突出口に連なる処置具挿通管の
少なくとも先端部分付近にＸ線不透過物質を添加し、或
いは、処置具突出口に連なる処置具挿通管の先端部分を
囲んでＸ線不透過材からなる筒状体を配置してもよい。
【０００９】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図１は、本発明の第１の実施例の内視鏡挿入
部の先端部分を示しており、Ｘ線不透過の部材の断面に
のみハッチングを施してある。
【００１０】内視鏡の可撓性挿入管の先端部分には、遠
隔操作によって屈曲する湾曲部１０が設けられている。
湾曲部１０は、ステンレス鋼管からなる短筒状の複数の
節輪１１をリベット１２で回動自在に連結して、その外
周にステンレス鋼線を編組した網状管１３を被覆し、さ
らにその外側にゴムチューブ製の外皮１４を被覆して構
成されている。１５は、遠隔操作によって牽引される湾
曲操作ワイヤである。
【００１１】最先端の節輪１１ａの先側には、ステンレ
ス鋼管製の連結筒１９を介して電気絶縁性のプラスチッ
ク材からなる先端部本体２１が連結されており、この先
端部本体２１には、例えば硫酸バリウム又はタングステ
ン等のＸ線不透過物質が添加されている。
【００１２】先端部本体２１の先端面には、観察窓２２
と処置具突出口２３と図示されていない照明窓が配置さ
れており、照明窓の内側には照明用ライトガイドファイ
ババンドルの射出端部が配置されている。
【００１３】観察窓２２の内側には金属製のレンズ枠２
４内に対物レンズ２５が配置され、その後方に隣接して
配置された金属製のシールド筒２７内には、固体撮像素
子２６の撮像面が対物レンズ２５による被写体の結像位
置に配置されている。
【００１４】レンズ枠２４とシールド筒２７は、先端部
本体２１内に軸線と平行方向に穿設された貫通孔内に配
置されている。２８は固体撮像素子２６の駆動回路等を
含む電子回路素子、２９は信号ケーブルである。
【００１５】３０は、挿入部内に全長にわたって挿通配
置された四フッ化エチレン樹脂チューブ製の処置具挿通
チャンネル（処置具挿通管）であり、その先端付近の部
分が先端部本体２１内に軸線と平行方向に穿設された孔
内に嵌挿されてそこに接合固着され、処置具挿通チャン
ネル３０の出口開口が処置具突出口２３に隣接して位置
している。
【００１６】図２は、上述の実施例の内視鏡挿入部の先
端部がＸ線透視下に置かれたときのＸ線像を示してお
り、連結筒１９より先側においては、レンズ枠２４とシ
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ールド筒２７がハッキリと現れ、それを囲んで先端部本
体２１がやや薄く現れる。
【００１７】したがって、観察窓２２の位置が明瞭に判
るだけでなく、処置具突出口２３の位置も正確に確認す
ることができるので、Ｘ線像を見ながら処置具突出口２
３を末梢気管支の入口等の正面位置に容易に誘導して、
先端部本体２１が入らないほど細い末梢気管支の奥にあ
る病変等から迅速かつ確実に組織標本の採取等を行うこ
とができる。
【００１８】図３は、本発明の第２の実施例の内視鏡挿
入部の先端部分を示しており、先端部本体２１にＸ線不
透過物質を添加するのに代えて、処置具挿通チャンネル
３０に同様のＸ線不透過物質を添加したものである。他
の部分は、前述の第１の実施例と同じである。
【００１９】その結果、この実施例の内視鏡挿入部の先
端部がＸ線透視下に置かれると、図４に示されるよう
に、連結筒１９より先側においてはレンズ枠２４とシー
ルド筒２７がハッキリと現れると共に、それと並んで処
置具挿通チャンネル３０の先端部分がやや薄く現れ、処
置具突出口２３の位置をＸ線像で正確に確認することが
できる。
【００２０】また、内視鏡挿入部の先端部が到達する位
置にある病変部の硬さを確認したい場合等には、先端部
本体２１の先端面を病変部に正確に押し付けてその硬さ
を感知することができる。
【００２１】図５は、本発明の第３の実施例の内視鏡挿
入部の先端部分を示しており、先端部本体２１や処置具
挿通チャンネル３０にＸ線不透過物質を添加するのに代
えて、例えばステンレス鋼製の管又は箔等により形成さ
れたＸ線不透過筒体３１を処置具挿通チャンネル３０の
先端部分付近の外周に巻き付けるように配置したもので
ある。他の部分は、前述の第１及び第２の実施例と同じ
である。
【００２２】その結果、この実施例の内視鏡挿入部の先
端部がＸ線透視下に置かれると、図６に示されるよう
に、連結筒１９より先側においては、レンズ枠２４及び
シールド筒２７と並んでＸ線不透過筒体３１がハッキリ
と現れ、処置具突出口２３の位置をＸ線像で正確に確認
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することができる。
【００２３】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、少なくとも処置具突出口２３を囲む部分を
Ｘ線不透過構造にすることにより、処置具突出口２３の
位置をＸ線像で正確に確認することができ、Ｘ線像を見
ながら処置具突出口２３を末梢気管支の入口等の正面位
置に容易に誘導して、末梢気管支の奥にある病変等から
迅速かつ確実に組織標本の採取等を行うことができる。
【００２４】
【発明の効果】本発明の内視鏡挿入部の先端部によれ
ば、少なくとも処置具突出口を囲む部分をＸ線不透過構
造にしたことにより、処置具突出口の位置をＸ線像で正
確に確認することができ、Ｘ線像を見ながら処置具突出
口を末梢気管支の入口等に容易に誘導して、内視鏡を挿
入できないほど細い部位から迅速かつ確実に組織標本の
採取等を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡挿入部の先端部
の側面断面図である。
【図２】本発明の第１の実施例の内視鏡挿入部の先端部
のＸ線像の側面図である。
【図３】本発明の第２の実施例の内視鏡挿入部の先端部
の側面断面図である。
【図４】本発明の第２の実施例の内視鏡挿入部の先端部
のＸ線像の側面図である。
【図５】本発明の第３の実施例の内視鏡挿入部の先端部
の側面断面図である。
【図６】本発明の第３の実施例の内視鏡挿入部の先端部
のＸ線像の側面図である。
【符号の説明】
１０  湾曲部
１９  連結筒
２１  先端部本体
２３  処置具突出口
２４  レンズ枠
２７  シールド筒
３０  処置具挿通チャンネル
３１  Ｘ線不透過筒体
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